
第60回(平 成17年 度)

日本 セラ ミックス協会賞表彰

本会会員のうち,セ ラ ミックス産業の進歩発展 に資 し,本 会お よび業界に対す る功績顕著 な方,セ ラミックス

の科学技術 の研究 ならびに技術上の業績顕著 な方 に贈 る 日本セラ ミックス協会賞 については,協 会賞選考委員会

(功労賞選考委員会,学 術賞 ・進歩賞 ・技術賞 ・技術奨励賞 ・功績賞選考委員会)に おいて,昨 年来,被 推薦候補

者(功 労賞は被推薦有資格者名簿か ら;学 術賞14件,進 歩賞10件,技 術賞10件,技 術奨励賞4件,功 績賞2件)

について慎重 に選考の結果,第60回(平 成17年 度)受 賞者候補者 として次の28件 の方 々を選び,1月24日 開催 の

理事会に諮 られ受賞者 として決定 しました.こ こに受賞者 の業績推薦理由を紹介 します.

なお,表 彰式は,来 る5月26日(金)東 京(霞 が関ビル内 東海大学校友会館)で 開催 される第81回 通常総会の

席上 において行われます.

受 賞 者 一 覧

[功労賞4件]

湘南工科大学 金子文隆

元(株)旭 硝子総研 近藤 敬

九州大学 陣内和彦

元 岡山理科大学 光藤裕之

[学術賞7件]

学習院大学 稲熊宜之

産業技術総合研究所 角野広平

物質 ・材料研究機構 佐々木高義

東京工業大学 鶴見敬章

京都大学 中西和樹

産業技術総合研究所 平尾喜代司

岡山大学 三宅通博

[進歩賞6件]

科学技術振興機構 梶原浩一

産業技術総合研究所 佐藤公泰

大阪府立大学 林 晃敏

東京大学 平野晋吾

名古屋大学 増田佳丈

(財)フ ァインセラミックスセンター 松本峰明

[技術賞6件]

日本ガイシ(株)

グループ代表 秋津康男

ほか 高橋知典,勝 正則,北川 潤((社)中部経済連合会)

太陽誘電(株)茶 園広一

(株)日鉱マテリアルズ

グループ代表 中島光一

ほか 栗原敏也,関 孝和

岐阜県セラミックス技術研究所

グループ代表 水野正敏

ほか 佐藤元泰(核 融合科学研究所),伊 藤正剛(岐 阜

県地域政策室),平 井敏夫(岐 阜県セラミックス技術研

究所)

(株)豊 田中央研究所

グループ代表 森川健志

ほか 大脇健史,青 木恒勇,鈴 木憲一

(株)村 田製作所

グループ代表 和田信之

ほか 平松 隆,池 田 潤

[技術奨励賞3件]

日本板硝子(株)木 島義文

(株)村田製作所 木村雅彦

(株〉豊田中央研究所 高尾尚史

[功績賞2件]

京都市産業技術研究所 佐藤昌利

産業技術総合研究所 長江 肇

功労賞選考委員会 委員長:牧 島亮男,委 員=宇 田川重和 ・柳田博明 ・曽我 直弘 ・重 渕雅敏 ・坂 部行雄 ・平岡照祥 ・新原晧一 ・佐 々 正 ・

乾 信一

学術賞 ・進歩 賞 ・技術賞 ・技術奨励 賞 ・功績賞 ・選考委 員会 委員 長:新 原晧一,委 員:〔学術 賞 ・進歩賞選考分科会〕赤石 實 ・幾原雄一 ・

伊藤 満 ・篠崎和夫 ・辰 巳砂昌弘 ・田中英彦 ・野上正行,〔 技術賞 ・技術奨励賞 ・功績賞選考分科会〕菊 月康二 ・平野 昌弘 ・淀川正 忠 ・

佐 々 正 ・尾花 博 ・名和正弘

Recipients of The 60th  CerSJ Awards

注)写 真 は 日本 セ ラ ミックス協 会賞 賞牌(径7cm,中 央部厚 さ1cm,デ ザイ ン 木 村 四郎氏)
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功労賞

機 能性 エ レク トロセ ラミックスの研 究 と

協会 活動への貢献

かね こ ふみたか

金子 文隆氏

金子文 隆氏 は,1969年 に早稲 田大学

大学院理工学研究科電気工学専攻博士課

程 を修了後,直 ちに相模工業大学(現 湘

南工科大学)電 気工学科講師 と して勤務

し,以 来37年 にわた り機 能性 セラ ミッ

クス材料の 教 育 と研 究 に携 わ り現在 に

至 って いる.

同氏 は,機 能性エ レク トロセラ ミック

スの広 い分野での研究 を行 って きた,特

にセ ンサ工学 を中心 に研究 を進め,中 で

も湿度 セ ンサ材 料 と して の研究 におい

て,顕 著 な業績 を上 げてい る.そ の中で

も新 しい機構 を使 ったセ ラ ミックスの開

発 に力 を注 ぎ,水 蒸気の吸着サ イ トを構

造的 な毛細管凝縮 によらず本質的な化学

吸着 を活 か した感湿材料がセ ラ ミックス

を用 いるこ とによ り可能であ るとい う成

果 を上 げ,セ ンサ材料の科学 ・技術の発

展 に大 き く貢献 した.

当協会 にお いては,十 数年 にわた り行

事企画委 員会 に委員 と して参加 し,そ の

問,行 事企 画委員会委 員長,協 会理事,

運営 企画 委員,財 政再 建WG委 員 と し

て協会の活動 に貢献 を した.

以上の ように,同 氏 の機能性 セラ ミッ

クス にたいする活動,お よび当協 会の各

種行事での活動 を鑑 み,日 本 セラ ミック

ス協会功 労賞に値する もの として,こ こ

に推薦 をする.

略 歴 昭和44年3月 早稲田大学大学院冠気

工学専攻博士課程単位取得退学,同 年4月 相

模工業大学電気工学科講師(現,湘 南工科大

学),同54年4月 助教授,同61年3月 教授.

現在は改組により電気電子メディア工学科に

所属.華 中理工大学客員教授(中 国),日 本適

合性協会試験所審査委員(技 術専門家).

功労賞

ガラス製造技術の交流促進 とニューガラ

ス開発への貢献

ニんどう けい

近藤 敬氏

近藤 敬 氏 は1961年 旭硝子(株)に 入

社,ニ ューガラス開発研究所長 を経 て,

中央研究所長 として,同 社 の研 究開発推

進 に携 わった.

当協 会にお いては,運 営企画委員長,

経理理事,ガ ラス部会長 を歴任 し,第20

回国際ガ ラス会議 の開催(2004年),当

協 会21世 紀 記念国際交 流個人冠 賞の創

設 などに大 きく貢献 した.さ らに,同 氏

は全 ガラス業界 の技術交流 の場 として,

(社)日 本硝子製 品工業会専務理理事・小川

晋永氏 とともに産学交流の ガラス プロセ

ス研究 会を創設 し,ガ ラスの基盤溶解技

術 の発展 と我が 国のガラス製造技術 に関

る技術者 交流へ の貢献 も多大 であ る.

旭硝子 では,特 にニューガラスの開発

お よびそ の製 造技術 の開発 を指 導 し,

ニューガラス事業 の基礎 を築 いた.代 表

的な商 品 としては,現 在 同社 の主力事業

の一つ となってい る液 晶用,PDP用 を

中心 としたFPDガ ラス基板が あるが,

同氏 は,こ れ らの高品質 ガラスを高効率

に製造するための製造技 術の開発 に指導

力 を発揮 した.こ れ らのFPD基 板 は,

わが国が先頭 を走 るデ ィスプ レイ産業 を

支 える重要な基盤材 料である.以 上の よ

うに,同 氏の当協会活動,ガ ラスプ ロセ

ス研究会の創設お よび運営 によるガラス

技術 ならび に技術者の交流促進,ニ ュー

ガラス技術開発への貢献は多大 であ り,

日本セ ラ ミックス協 会功労賞に値 する も

の と してここに推薦する.

略 歴 昭和36年 京都大学工学部工業化学科

卒業,同 年旭硝子(株)入社.平 成元年ニュー

ガラス開発研究所所長.同5年 中央研究所長.

同9年(株)旭 硝子総研取締役社長となる,同

】1年退任.

功労賞

ケイ酸塩原料資源の有効利用の研究と関

連業界への貢献

じんない かずひニ

陣内 和彦氏

陣 内和彦 氏 は昭和41年 工業技術 院九

州工業技 術試験 所(現 産業技術総合研 究

所九州セ ンター〉 に入所 し,以 来,地 域

における未利用 ケイ酸塩資源 の宥効利用

の研 究に携 わって きた.特 に,南 九州 に

大量 に産出す る火山噴出物 シラスをは じ

め,風 化花商岩,低 品位天草 陶石 などの

有効利 用 に関 して優 れ た研究 成果 を上

げ,関 連 業界 の発展 に大 きく貢献 した.

シラスの工業利用 に関 しては,産 学官 の

会員か らなるVSI(火 山ケ イ酸塩 工業)

研究会 を立 ち上 げ,会 長 を務めた.ま た,

セ ラ ミック分 野における東アジア諸 国 と

の多数の研究協 力やセ ミナー開催 に尽力

し,国 際交流推 進に も寄 与 した.

その後,鹿 児島県工業技術 セ ンター所

長,九 州工業技術研 究所 長,九 州大学教

授 を歴任 し,産 学官連携 に よる先端 セラ

ミックス材料の研 究開発 プ ロジェク トの

推進や人材の育成 に貢献 した.さ らに,

本協会 においては,評 議 員な どを務 め,

主 に支部活動 を通 して協会の発 展 と地域

の関連産業の振興 に寄与 した.

以上 のように,同 氏の ケイ酸塩原料資

源の有効利用 に関する顕著 な研 究業績 と

産業界 の発展 に貢献 した功績は多大であ

り,日 本セ ラ ミックス協会功 労賞 に値す

るものと して,こ こに推薦する.

略 歴 昭和41年 九州大学 ・工学研究科鉱山

工学修士課程修了,同 年工業技術院九州工業

技術試験所入省,同61年 同所資源開発部長,

平成3年 鹿児島県工業技術センター所長,同

6年 九州工業技術研究所長を経て,同ll年 九

州大学先端科学技術共同研究センター教授 に

就任.同15年 退官後,同 大学知的財産本部ア

ドバイザーとして産学官連携の推進に従事し

ている.工 学博士.
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功労賞

電子材料研究 とセラミックス産業技術振

興への貢献

みつどう ひろゆさ

光藤 裕之氏

光藤裕 之氏は,主 としてアルカ リハ ラ

イ ドお よびシ リコン単結晶 あるいは分子

性結 晶 の放 射線 物性 ・光 物性研 究 に携

わ った.こ れ らを通 じて,励 起 された電

子は外 界酸素 とともに表面状 態の変化 を

促すこ とに着 目するに至 った,以 降,半

導電性 酸化物 につ き表面 ・界面 の電子状

態 と,そ れに起 因する空 間電荷層 に支配

される寸 法効果物性 に力点 を移 した.粒

径,焼 結体 ネ ック半径,膜 厚 を特性寸法

とする種 々のユ ニポーラ トラ ンジスタ作

用 を見 出 した,そ れ らのうち吸着制御素

子 はガスセ ンサ として新産業 の創成 に貢

献 した.

また.,当 協 会の業務 に関 し評 議員,

理事,中 国四国支部長 として尽力 した.

これに加 え,ニ ューセラ ミックス懇話会,

岡山東備 フ ァインセラ ミックス研究会,

中国地域 フ ァインセラ ミックス ・テクノ

フ ォーラムな どの理事,副 会長 あるいは

会長 と してセ ラ ミック ス産 業技 術 の進

歩 ・普 及 に務 め た.ま た 創 設 期 の 岡 山 セ

ラ ミ ッ クス技 術 振 興財 団研 究 所長 を務 め

た.

以 上 の よ うに,同 氏 の 電子 材料 研 究 へ

の 寄 与 とセ ラ ミ ッ クス 産業 技 術振 興 へ の

貢 献 は,日 本 セ ラ ミ ック ス協 会功 労 賞 に

値 す る もの と して,こ こ に推 薦す る.

略 歴 昭和27年 大阪大学工学部電気工学科

卒業.同32年 大阪大学大学 院退学,同 年大 阪

工業 大学 工学 部電 気工 学科講師.同36年 関西

学 院大学理学 部物理学科助教授.同40年 教授.

同47年 コスモ ス電 機(株)研 究 所長,同53年

岡山理科大学教授,平 成13年 退職.工 学博士.

学術 賞

ぺロ ブスカイ ト関連化合物の新機能探索

とその発現機構の解明

いなぐま よしゆき

稲熊 宜之氏

稲熊宜之氏 は,ペ ロブス カイ ト化 合物

の構成元素,構 造,機 能性 の関係 を明 ら

か にすべ く,固 相法,イ オ ン交換法,高

圧合成法等 を駆使 して,ペ ロブスカイ ト

関連化合物 の合成,新 機能探索,お よび

その発現機構の解明 をお こなった.研 究

は3分 野 に大別 され る.①Aサ イ ト欠

陥ペ ロブス カイ ト化合物であ るランタン

リ チ ウ ム チ タ ン 酸 化 物 が 室 温 で

10-3Scm-1と い う高い リチ ウムイオ ン伝

導度 を示す ことを見出 し,結 晶育成 に成

功 した,さ らに,多 くの新規 リチ ウム イ

オン伝導体 を合成 し,結 晶構造 とイオ ン

伝導性の検討 によ りパー コレー シ ョンの

考 えに基 づ くイオ ン伝 導機構 を提 唱 し

た.② 高圧合成 によ り,新 規誘電性,磁

性 お よび電気伝 導性ペロブス カイ ト酸化

物 や酸 フッ化 物の安定化 に成功 し,構 造

と物 性の関係 を明 らかに した.③ バ ン ド

ギ ャップ励起 に基づ く希士類賦活型 蛍光

体 の研究 にお いて,Pr添 加ペ ロブスカ

イ ト層 状 チ タン酸 化 物 が 強 い赤 色 発 光 を

示 す こ と を見 出 した,特 に,新 規 リチ ウ

ム イ オ ン伝 導 体 の合 成 と そ の イ オ ン伝 導

機 構 に 関す る研 究 は国 内 外 か ら高 く評 価

され て い る.よ っ て,日 本 セ ラ ミッ ク ス

協 会 学 術 賞 に十 分 値 す る も の と して 推 薦

す る.

略 歴 昭和61年 東京工業 大学工学部卒業.

同63年 同大学 院総 合理 工学研 究科修士課程修

了.同 年 呉羽化学工 業(株)入 社.平 成3年 東

京工 業大学工業 材料(現 応 用セ ラ ミックス)

研 究所助手.同l!年 学習院大学理学部助教授,

同14年 同大 学理学部 教授.同15-16年 フ ラ

ンス ・メーヌ大学客員研 究員.博 士(工 学).

学術賞

特異な光機能 を有するガラス材料 の研究

角野広平氏 は,特 異 な光機能 を有す る

新規 ガラス材料の創製 に関 して,以 下の

ような業績 を上げ た.

① ハロゲ ン化物 のみか らなる非酸化物

ガラスについて,多 くの新規 ガラス形成

系 を見 出 した.ま た,こ れ らのガラスの

構造解析 か ら,そ の特徴 を明 らか に し,

従来 のガラス構造 モデルと関連づ けて整

理 した.さ らに,非 酸化物 ガラス中の希

土類 イオ ンの分光学的 な特性 を調べ,高

効率 ア ップコンバ ージ ョン蛍光 などの興

味深 い物性 を見 出 した.

②種 々の方法で作製 され た金属微粒子

分散 ガラス等 につ いて,非 線形光学特性

を評価 し,そ れ らが高い非線形感受率 を

有す ることを実験的 に証明 した.

③ ガラスの光照射に よる着色 と加熱 に

よる脱色 とい う性質 を利用 し,新 しい概

念 に基づいて,環 境 に優 しい リサイ クル

容易 な着色 ガ ラス を開発 した.

④ ガ ラスの着色技術 であるステイ ン法

が導波路な ど光学素子 の作 製技術 として

も極 めて有用 であるこ とを示 した,

以上の業績 は,ガ ラス材料 の基礎 お よ

び応用 の両面 において重 要であ り,日 本

セラ ミックス協 会学術賞 に値す る もの と

して推薦す る,

略 歴 昭和55年 名古屋大学理学部化学科卒

業.同59年 京都大学大学院工学研究科工業化

学専攻修士課程修了.同61年 同専攻博士課程

中退.同 年大阪工業技術試験所(現 産業技

術総合研究所関西センター)入 所.平 成2年

同研究所主任研究官,同13年 産業技術総合研

究所主任研究員,現 在に至る.工 学博士(京 .

都大学).
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学術賞

ソフ ト化学的手法 を用 いた層状化合物か

らの新物質,材 料の創製

ざ ざ き たかよし

佐々木 高義氏

佐 々木高義氏 は,様 々な層状 ホス ト化

合 物 を対 象 に イオ ン交 換,イ ン ター カ

レーシ ョン,剥 離 などのソフ ト化学反応

操作 を駆使す ることによ り,通 常 の方法

では得 られ ない新物質,材 料 を創製する

研究 を展開 してお り,次 の ような成果 を

上 げてい る,① 層状遷移金属酸化物が特

定 のゲス トとの反応 によ り単層剥離す る

こ とを見 出 し,酸 化チ タン等の機能性セ

ラ ミックスを厚 さが エナノメー トル前後

の極薄2次 元結晶子,す なわ ちナノシー

トと して合 成す る こ とに初 め て成功 し

た,② これ らナノシー トが固有の2次 元

構造 に基づ いて量子 閉 じ込め効果等,ナ

ノ物質特有 の特異 な物性 を示す ことを明

らかに した.③ 凍結乾燥,噴 霧乾燥,再

凝 集,自 己組織化累積等 によ りナノシー

トをナ ノ～ ミク ロ ンレ ンジで様 々に集

積 ・組織化 した り,異 種物質 と複合化す

るこ とによ り,特異形 態微粒子,超 薄膜,

中空ナノシェル等 多彩 な新材料 を誘導で

きる こ と を示 し,一 部 は実 用 化 につ な げ

た.

同 氏 の これ らの研 究 業 績 は 国 内外 で高

く評 価 され て お り,日 本 セ ラ ミ ック ス協

会 学 術 賞 に十 分 値 す る もの と して推 薦 す

る.

略 歴 昭和53年 東京大 学 理学 部化 学 科卒

業.同55年 東京大学大学院理学系研究科修士

課程修了.同 年科学技術庁無機材質研究所(現,

物質 ・材料研究機構)入 所,平 成 工5年物 質 ・

材料研究 機構物 質研 究所 ソフ ト化学 グルー ブ

デイレクター,現 在に至る.理 学博士.

学術賞

ペ ロブス カ イ ト型強 誘電 体 の非線 形誘

電 ・圧電性 の評価 と機構解明

つる み たかあき

鶴見 敬章氏

ペ ロブスカ イ ト型 強誘電体 は,実 用 の

電子回路の構 成上必 須の材料 として広 く

利用 されているが,外 部電場に対 し非線

形な誘電 ・圧電応答 を示す という特性の

更なる活用 が緊急 の課題 となってい る,

鶴見敬 章氏は,同 強誘電体 の非線形誘

電 ・圧 電性 に関 し,独 自の評価法 を開発

する とともに,そ の発現機構 の解明 に寄

与す る多 くの優 れた研 究成果 を上 げてい

る.特 に,圧 電 セラ ミックスが示す非線

形圧電性 の ドメイ ン構 造に基づ く機構解

明,お よび緩和型 強誘 電体 の散 漫相転移

モ デル の提 案 と同モ デル を用 い た積層

キ ャパシ ターの非線 形誘電性発現機構 の

解明 は,実 用デバイスの特性 を理解す る

上で極めて重要な研 究成果 である.さ ら

に,ペ ロブス カイ ト型人工超 格子 におけ

る巨大誘電率の発 見 と非線形 誘電性 の制

御の可能性の指摘 は,強 誘 電体ナ ノ構造

に関 わる新た な研 究分野 を拓 く研究成 果

と して,国際的 にも高 く評価 されている,

以上の ように同氏の研 究は,強 誘電体

の応用上,今 後 ます ます重要 となる非線

形誘電 ・圧電性 に関 し学術的 に貴 重な知

見 を与 え,将 来の強誘電体デバイスの開

発や特性改善へ大 き く貢献す るものであ

る.よ って,目 本セ ラ ミックス協 会学術

賞に十分値す るもの と して推薦する

略 歴 昭和55年 東京工業大学工学部卒業.

同60年 同大学理工学研究科博士課程修了.同

60年 より1年 間マクマスター大学博士研究

貝,同61年 東京工業大学工業材料研究所助手.

同63年 同大学工学部助手,平 成2年 同大学工

学部助教授.同ll年 同大学大学院理工学研究

科教授,現 在に至る.工 学博士.

学術賞

相分離 を伴 うゾルーゲル法 によ る機能 性

多孔材料 の開発

なかにし かず き

中西 和樹氏

熱力学 的不安定領域 か ら開始 する相分

離 としてス ピノー ダル分 解があ り,そ の

過 渡構造 である共連続 多相構造 は,合 金

や ポリマー アロイの構造制御原理 として

広 く知 られてい る.中 西和樹 氏は シロキ

サ ン結合形 成 に基 づ くゾ ルーゲ ル反応 に

おいて,重 合誘起ス ピノーダル分解に よ

る共連続構 造の発 達 と,ゾ ルーゲル転 移

による構造凍結 とが並行 して起 こること

を見 出 し,こ の現象 を利用 してマ イクロ

メー トル領域 の細孔径お よび気孔率 を独

立 かつ精密 に制御 した無機系多孔質材料

を作 製 した,さ らにこの多孔質材料 にナ

ノメー トル領域 の細孔 を形成 させ ること

に よって,階 層 的多孔構造の制御法 を確

立 し,高 速高性能分離 が可能 な一体型液

体 クロマ トグラフ ィー分離媒体 を開発 し

た.ま た相分 離による界面形成挙動が制

限 された空間スケールや異種界面 の存在

下で どの よう に変化 す るか を詳細 に調

べ,異 方性 構造 を制御 する手法 を見 出 し

た,

これ らの業績 は,広 範 な無機系多孔質

材料の構造制御 お よび機能付与の指針 を

与 える もの として国内外 で高 く評価 され

てお り,日 本セラ ミックス協 会学術賞 に

値する もの として推 薦す る.

略 歴 昭和58年 京都大学工学部工業化学科

卒業.同60年 京都大学大学院工学研究科修士

課程修了.同61年 京都大学工学部助手.平 成

7年 京都大学大学院工学研究科助教授.同

12-15年 科学技術振興事業団さきがけ研究2工

研究員.同17年 京都大学大学院理学研究科助

教授,現 在に至る.博士(工 学).
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学術 賞

窒化ケイ素セラ ミックスの微構造制御 と

機 能発現 に関する研 究

ひら お き よ し

平尾 喜代司氏

構 造用 セラ ミックスの利用分野 を拡大

し工 業材料 としての地位 を確立す るため

には信頼性 の向上が不可 欠であ る.平 尾

喜代司氏 は,窒 化ケイ素 を対象に,強 度,

靱性 な どの諸特性 を高 い レベ ルで共生 さ

せ る ことが可能な微構造制御技術 を開発

し,同 材料 の信頼性 を飛躍的 に向上 させ

るこ とに成功 した,

同氏 はまず,本 材料系の粒成長挙動 を

考 察 し単結 晶粒子 を粒成長の核,す なわ

ち種結 晶 として用 いる組織制御手法 を考

案 した.次 いで,種 結 晶粒子 の合成方法

を開発 し,種 結晶添加 によ り焼結体 中の

柱状粒子 の大 きさ,分 布,個 数密度の精

緻 な制御が可能で あるこ とを示 した,さ

らに,種 結 晶添加 と押 出 し成形 などの成

形法 を組 み合 わせ ることによ り配 向構造

を持つ材料 を開発す るこ とに成功 した.

開発材料 は高 い強度 と靱性,優 れ た耐 ク

リープ性 をあわせ持 ち,強 度分布 のワイ

ブル係 数 は約50と 極 めて高 く,信 頼性

に 優 れ た 材 料 で あ る こ と を明 ら か に し

た.ま た,配 向方 向 で極 め て高 い熱 伝 導

率 を発 現 す る こ とを見 出 した.

同氏 の こ れ らの研 究 業 績 は,国 内 外 で

高 い評 価 を受 け て お り,日 本 セ ラ ミ ック

ス協 会 学 術 賞 に値 す る もの と して推 薦 す

る.

略 歴 昭和57年3月 長岡技術科学大学大学

院修 士課程材料 開発工学専 攻修了.同 年4月

鳴 海製陶(株)入 社.(株)住 友金属 セラ ミック

スを経 て平成3年10月 名古屋工業技術研究所

入所.現 在,(独)産 業技 術総合 研究所 先進製

造 プロセス研 究部 門グループ リー ダー.同14

年 よ り上智大学客員教授.工 学博士.

学術賞

環境 負荷低減 に貢献 できるセ ラミックス

材料 の合成 および機能評価

み やけ みちひろ

宅 通博氏

三宅通博氏 は,環 境負荷低減 に貢献で

きるセラ ミックス材料の合成お よび機 能

評価 に関す る研究 を長年行い,多 くの優

れた研究成果 を挙 げている,そ の主 な研

究業績 は以下 の2項 目に大別で きる.

①環境浄化用セ ラ ミックス材料の研究

で は,反 応化学的お よび構造化学的立場

から,無機 イオン交換体 ・吸着体の合成,

高機能化,な らび にそれ らの除去選択性

お よび除去機構の解明 を行 った.具 体例

と して,水 酸 アパ タイ トが陰陽両 イオ ン

交換体であ ることを見出 し,種 々の重金

属 に対す る除去特性 を明 らか に した.ま

た,独 自のゼ オライ ト膜作製法 を提 案 し,

CO/N3分 離能 に優 れ た緻 密 な 自立膜 の

作 製お よび配 向 薄膜 の作製 に も成功 し

た.② 無機系廃棄物の再資源化の研 究で

は,ご み焼却灰,石 炭灰,鋳 造廃棄物 等

をイオ ン交換体,吸 着体,触 媒等 に変換

す ることに成功 し,再 資 源化プ ロセス開

発 に道 を拓いた.

以上の ように,同 氏の研究業績は,セ

ラ ミックス環境材料学 ・工学への貢献が

極めて大 き く,日 本セ ラミックス協会の

学術賞 に値す るもの と して推薦する,

略 歴 昭和49年 山梨大学工学部卒業.同51

年東京工業大学大学院総合理工学研究科修士

課程修了.同54年 同研究科博士課程修了(工

学博士).同56年II.1梨大学工学部助手.平 成

4年 群馬大学工学部助教授.平 成8年 岡山大

学環境理工学部教授.同16年 同大学大学院自

然科学研究科教授.同17年 同大学院環境学研

究科教授.

進歩賞

点欠陥の制御 によるシリカガラスの真 空

紫外域透明化 に関す る研究

力トじ`‡ら こういち

梶原 浩一氏

高純度 で成形性 の良い紫外光学材料で

あ るシ リ カガラ スは,半 導体 リソグ ラ

フ ィーや生物分光 な ど真空紫外光 の用途

の広 が りか ら,要 求 される透明性 と耐 光

性が厳 しくな りつつある,梶 原浩一氏 は,

シリカガ ラスの真 空紫外透 明性 を支配 す

る要 因の研 究 に注 力 し,F2レ ーザー用

シリカガ ラス(モ デ ィファイ ドシ リカ)お

よびArFレ ーザ ー用 光 フ ァイバ ーの 開

発 に貢献 した.具 体 的には,ガ ラス網 目

のす きまに存在 す る水素(H2,HO)と 酸

素(02,00)を 調べ る種 々の手法 を考案

し,そ れ らの性 質に関す る多 くの知見 を

得 た.特 に,H2が ダング リングボ ン ド

の終端 に有効 なこ とを実証す る一方,ガ

ラス網 目の光還元 によって酸素欠陥 を生

じる ことを見出 し,H2濃 度の最適 化の

必 要性 を指 摘 した.ま た02の 拡散係 数

と溶解度 を求 め,シ リコン熱酸化 は02

拡散 によって進行す ることを示 した.さ

らに,不 定比性の ような化学的要因 に加

えガラス網 目の歪 とい う物 理的要因 もシ

リカガ ラスの真 空紫外透 明性 低下 の原 因

となるこ と,そ の除去 にフ ッ素 ドープに

よるガラス網 目の切断 ・構造緩和 が有効

なこ とを示 した.以 上 の業績 は 日本 セラ

ミックス協会進歩 賞に十分値 する もの と

して推薦 する,

略 歴 平成6年 京都大学工学部卒業.同9

年同学大学院工学研究研究科博士後期課程中

退.同 年同学大学院エネルギー科学研究科助

手.同12年 科学技術振興事業団ERATO細 野

透明電子活性プロジェクト研究員.同 工6年科

学技術振興機構ERATO-SORST細 野透明電子

活性プロジェクト研究員.博 士(エネルギー科

学).
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進歩賞

生体 鉱化にお ける無機 ・有機 界面に関す

る研 究

き とう セみやす

佐藤 公泰氏

近年,低 環境 負 荷 セ ラ ミックス プ ロ

セ ッシングの観点か ら,生 物内での無機

結晶の生成(生 体鉱化作用)に ついて興

味が持たれてい る.生 物内での無機 結晶

の生成 は有機物質表面上で生 じ,極 めて

複雑 な無機 ・有機複合構造 を取 るため,

その生成過程は明 らかではなかった.

佐藤公泰氏は,ハ イ ドロキ シアパ タイ

トと有機物質 との 間の界面相互作 用につ

いて,結 晶学的お よび分光学的見地 より

検討 を行 った.そ の結果無機結 晶の生成

には,有 機官能基 による結晶核 形成の誘

導,結 晶成長 にお ける立体化学的効果,

生成す る無機結晶の表面最安定構 造が大

きく影響 をす ることを明 らか に した.

生体模倣 による材料創製は,今 後の発

展が期待 され る分野であ る.得 られた研

究成果 は,無 機 ・有機界面の評価に留 ま

らず,無 機 ・有機複合材料の開発,結 晶

成 長制御 に よる常温 ・常 圧 下 での セ ラ

ミックスプロセ ッシングの開発に も繋が

る こ とが 期 待 で きる.こ れ らの 研 究 業 績

か ら,同 氏 を 日本 セ ラ ミ ック ス協 会 進 歩

賞 に 値す る もの と して推 薦 す る.

略 歴 平 成6年 東 京大学理 学部 卒業,同8

年東京大学大学 院理学系研究科修士課程修了.

同9年9月 東 京大学大学 院理学系研 究科博士

課程中退.同 年10月 科学技術庁無機材質研究

所 重点研 究支援協 力員.同12年 科学技術振興

事 業団CREST研 究貝,同14年 産業技術 総合

研 究所研究 員.現 在 に至 る.博 士(理 学).

進歩賞

全固体 リチウムニ次電池用新規 ガラス材

料の開発 に関す る研究

はやし あきとし

林 晃敏氏

全 固体 リチウムニ次電池 は,安 全性 と

高 エネルギー密度 を兼 ね備 えた電池 と し

て期待 されている.林 晃敏氏 は,全 固

体電池 の電解質や電極材料 に応用可能 な

様 々なガラス材料 の創製 に取 り組み,主

に次 のような研究成果 を得ている.

①Li2S-Sis2系 硫 化物 ガラ スに少量 の

酸化物 を添加す ると,導 電率や結晶化 に

対 す る熱的 安定 性が 向上す るこ とを示

し,特 性 と局所構造 の関係 を明 らか にし

た,

②Li2s-P2s,系 ガ ラス を結晶 化 させ る

こ とによって導電率が向上す ることを初

めて見 出 し,こ れ まで に報告 されてい る

リチウムイオン伝導体の 中で最高の導電

率 を示 す固体電解 質を開発 した.

③SnOやSnSを ベ ース とす る ガラ ス

が,リ チウムニ次電池の負極材料 として

機能す るこ とを示 し,ガ ラス構造の観点

か ら充放電反応機構 を解明 した,

④ ガラス固体電解 質お よび電極材料 を

用いて構 築 したオールセラ ミックス全固

体二次電 池の作動 に初 めて成功 した.

以上の ように同氏 の業績 は,ガ ラス材

料の新 しい応用への道 を拓 いた とい う点

でセ ラ ミックス分野 の発展 に大 きく貢献

してい る.よ って 日本セラ ミックス協会

進歩賞 に値 する もの として推薦 する.

略 歴 平成7年 大阪府立大学工学部応用化

学科卒業,同ll年 大阪府立大学大学院工学研

究科物質系専攻博士後期課程修了.同 年日本

学術振興会未来開拓学術研究推進事業研究員.

同12年 日本学術振興会特別研究員.同13年
～14年 アリゾナ州立大学博士研究員.同15

年より大阪府立大学大学院工学研究科物質 ・

化学系専攻助手.博 士(工 学).

進歩 賞

酸化物 セラ ミックスの熱電変換 および光

機能設計 に関する研 究

ひら の しんご

平野 晋吾氏

平野晋吾氏 は,酸 化物セ ラ ミックスの

熱電変換機能,お よび フォ トニ ックナ ノ

構造の作製 と光機能 につ いて研究 し,次

の業績 を上 げている.熱 電変換機能 に関

して,電 子 ドープペロブスカイ ト型マ ン

ガ ン酸化物 における化学的圧力 と磁性,

電子輸 送特性 の関係 を詳細 に研究 し,化

学的圧 力に よる同酸化物 の熱電変換性能

制御手 法 を示 した.光 機能 に関 して,酸

化物 フ ォ トニ ックナノ構造 の溶液 を用 い

た作 製方法 を実現 し,紫 外可視域 にお け

るそれ らの光学特性 に関す る研究 を行 っ

た.フ ォ トニ ック結 晶理論計算結果 を考

慮 し,溶 液 法 を用 い て可 視域 に フォ ト

ニ ックバ ン ドギャ ップ を有 する酸化物2

次元 フォ トニ ック結晶 を作 製するプロセ

スを実現 した.さ らに,低 欠陥密度 かつ

強い紫外光閉 じ込め効果を示す酸化亜鉛

ナノワイヤー を水溶液法に より合成 し,

光励起 によ り低閥値で紫外 レーザー発振

を示す酸化亜鉛ナ ノワイヤーア レイの微

細構造 を明 らか にした,

以上 に示 した酸化物セ ラミックスの熱

電変換 ・光機能設計 に関する同氏 の業績

は,日 本セ ラミックス協会進 歩賞に相応

しい もの として推薦する.

略 歴 平成12年 東京大学大学院工学系研究

科応用化学専攻博士課程修了,博 士(工 学).

同12年(株)関 西新技術研究所研究貝,同13

年(株)豊田中央研究所研究員.同14年 東京大

学大学院工学系研究科マテリアル工学専攻助

手.
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進歩賞

セラミックスの液相パ ターニ ングに関す

る研究

ます だ よしたけ

増田 佳丈氏

増 田佳丈氏 は自己組織化単分子膜形成

技術 をセ ラ ミックスの液相パ ターニ ング

に適 用 し,Tio2を は じめ,種 々の セラ

ミッ クス をマ イ ク ロパ ター ニ ン グ した 微

細 構 造 体 の 作 製 に 成 功 した,こ の プロ セ

ス はセ ラ ミ ッ クス プ リ カー サ ー 溶 液 の 基

礎 科 学 的 な 検 討 に よ り達 成 で きた も の

で,特 定 の 場所 に セ ラ ミ ック ス を析 出 さ

せ る 領 域 選 択 析 出 技 術 を 確 立 し た.

TiO2パ ター ニ ン グ で は,液 相 か ら 析 出

し た 構 造 体 と し て は 世 界 最 小 の 線 幅

200nm,長 さ100μmの 細 線 パ ター ン の

作 製 に成 功 して い る.さ ら に,こ の 技 術

をTa205.Fe304,SrTiO3.ZrO2,SnO2,

ヒ ドロ キ シ アパ タ イ ト等 に適 用 し,そ れ

らの 溶 液 合 成 お よ びパ ター ニ ン グ を実 現

した.さ ら に,最 近 で は,フ レ キ シブ ル

ポ リマ ー基 板 上 で の セ ラ ミ ッ クス パ ター

ニ ン グ に も成 功 して い る .本 研 究 は,新

規 パ ター ニ ン グ技 術 と して 期 待 され る と

と もに,液 相 中 で の セ ラ ミ ッ クス の析 出,

成長機構の解明,溶 液条件制御 と基板表

面の化学修飾に よる核 形成 ・結晶成長の

制御 技術 など,セ ラミックス基礎 科学へ

の貢献 も大 きい.よ って,日 本セラ ミッ

クス協 会進歩賞に十分値 する もの として

推薦 する.

略 歴 平成8年 筑波大学大学院工学研究科

博士前期課程修了.同8-10年 日本特殊陶業

(株).同10～12年 名古屋大学大学院工学研

究科博士後期課程.同12年 名古屋大学大学院

工学研究科助手.同16年 名古屋大学大学院博

士(工 学〉学位取得.同18年 産業技術総合研

究所研究員,現 在に至る.

進歩賞

遮熱 コーテ ィング用新規 セラ ミックス材

料の開発

三つもと みねあき

松本 峰明氏

ガス ター ビンの さらなる高温高効 率化

には遮熱特性 お よび高温安定性に優 れた

遮熱 コーテ ィング(TBC)の 開発が不 可

欠で あ る,松 本 峰 明氏 は,EB-PVD法

を用 い て従来 のY203安 定 化ZrO2に 代

わる新規 な遮熱 コーテ ィング材料 の開発

を進 めた結果,従 来の1/3程 度 の熱伝導

率 を有 し,世 界最高水準 の遮熱特性 を誇

るZrO2-HfO2-Y203-La203系 皮 膜 の 開発

に成功 した,ま た,こ の ように皮膜が低

熱伝導化す る要 因と して,羽 毛状組織 と

呼 ばれ る低熱伝導化 に有効 なナノ構造の

導入 と高温での焼結抑制 による組織安定

化,お よび,イ オ ン半径 の大 きいLaの

添加 によって生 じる格子歪や酸素空孔 に

起因 した フォノ ン散 乱,の 二つが挙げ ら

れる ことを明 らか とした.さ らに開発皮

膜 が,1500℃ の 高温 で も低 熱伝 導率 を

維持 で きる こ とを示 し,超 高温用TBC

シス テ ムの実現 に向け て大 き く貢 献 し

た,現 在,同 氏 は企業 と共 同 して実機へ

の適 用試験 や,高 耐酸化性 皮膜 の開発 を

行 ってお り,純 国産航空機 エ ンジ ンの開

発 にむけた基礎 を築 きつつある.以 上 の

業績 は 日本 セラ ミックス協 会進歩賞 に値

す る もの として推薦す る.

略 歴 平成7年3月 束京大学工学部卒業.

同9年3月 東京大学大学院工学系研究科修士

課程修了.同 年4月 日本学術振興会特別研究

員.同12年3月 東京大学大学院工学系研究科

博士課程修了.同 年,(財)フ ァインセラミッ

クスセンター研究員.博 士(工 学).

技術賞

浄水 システム用大型 セラミックフィル タ

の開発 と量産化

あき つ やす お たかはし ともの り

秋津 康男氏 高橋 知典氏

かつ まさのり

勝 正則氏
きたがわ じゆん

北川 潤 氏

秋津康男氏 らは,浄 水 システムと して

従来 の砂 ろ過方式 に替 わる高性能 なセラ

ミックろ過膜 に着 目 し,有 機膜の欠点 を

克服 した世界最大の ろ過面積 を有す る大

型で低 コス トのセ ラミックフィル タの開

発 とその量産化 に成功 した.

大型化のための最適なセ ラ ミック膜透

水構造の設計 と,内 部に数千個 の微細貫

通セル を有する大型 セラ ミックスフ ィル

タの成形 ・焼 成な どの製造技術 開発,な

らびに工程 の簡略化 を行 い,高 強度,高

耐 久性,高 精度 を有す る大型 セラ ミック

フ ィル タ(外 径180mm,長 さ1500mm,

細孔径0.1μm,ろ 過面積24m2)を 実現 し,

従 来比 工OO倍 の透水量,60倍 のろ過 面

積,コ ス ト1/5を 達成 した.

本 セラミック膜 フィル タは,原 水 濁度

上昇への耐性 に優 れた安定 した処理 能力

と低 ラ ンニ ング コス トに よ り,全 国25

カ所以上の浄水場で採用 され,今 後 も需

要拡大が見込 まれてい る.さ らに,本 関

連技術は,家 庭用浄水器や他産業用 途 に

も展開 されつつある.よ って,こ れ らの

業績は 日本セ ラミックス協 会技 術賞に値

する もの として推薦 する,

所属等

秋津 康男 日本ガイシ(株)エンジニアリン

グ箏業本部環境装置事業部CM製 造部部長

高橋 知典 日本ガイシ(株)エンジニアリン

グ事業本部開発部マネージヤー

勝 正則 日本ガイシ(株)エ ンジニアリング

事業本部環境装置事菜部CM製 造部マネー

ジヤー

北川 潤(社)中 部経済連合会 国際部長
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技術 賞

積層 セラ ミックコンデンサ用誘 電体材料

の微細構造 と電気特性

ちやその ひろかず

茶園 広一氏

茶 園広一氏 は,超 小型 化,高 性 能(大

容 量〉,高 信 頼性,低 価 格 を実現 して,

世 界の電子 産業発展 の,一 つの原動力 と

な った,Ni内 部 電極積 層チ ップコ ンデ

ンサー の主要材料 で あるB/X7R誘 電体

材料の開発,量 産化に長年携 わ り,以 下

に挙げる ような数々の成果を上 げ,同 業

他社の材料技術 者 と切磋琢 磨 しともに成

長 ・発展 し,日 本の電子 部品産業 が世界

に確 固 た る地 位 を築 く一助 を な して来

た.

①材料の特徴であ るコア シェル構 造 を

TEMレ ベ ルで詳細 に解析 し,還 元性 雰

囲気,超 薄層化,高 電界強度 に耐え得 る

よ うに設計 し,組 成 ・プロセ ス制御 によ

り,9割 の粒子 を設計通 りの構造 に製造

する ことに成功 し,層 間1ミ クロン以下

で800層 を超える多層化 を実現 した.②

微 細構造 と絶縁劣化挙動,高 温誘電分散

挙動等 を詳細に解析 し,内 部電極 とセラ

ミックス界面お よび粒 界の組成設計 の重

要性 を指摘す ると同時 に,コ ア シェル構

造 を等 価 回路で表 現 す るこ とに成功 し

た.

以 上の ように,同 氏 の業績 は,高 度情

報化社 会の中枢 を支 える電子産業の発展

と電子 材料 の学術 的 ・技術 的発展 に寄与

する ところ大 で,日 本 セラ ミックス協 会

技 術賞に値 する もの として推薦す る.

所属等

茶園広一 太陽誘電(株)上席執行役員,商 品

開発本部本部長

技術 賞

高性 能ITOス パ ッタ リン グター ゲ ッ ト

の開発および実用化

なかしま こういち

中島 光一氏

せき たかかず

関 孝和氏

くりはら とし や

栗原 敏也氏

今 日の携 帯 電話 や ディス プ レ小な ど

正T技術 を支 える透明導電膜(ITO)は,

原料酸化物粉末 を成形 ・焼 結 して作製 し

たITOセ ラ ミックの ターゲ ッ トを用 い

たスパ ッタリング法で製造 される,

ジャパ ンエ ナジー は北海道豊羽鉱山の

イ ンジ ウム資 源 を背景 にITOタ ーゲ ッ

トの生産技術 開発 にい ち早 く着手 して き

た.中 島光一氏 らは粉体合成か ら造粒,

成形,焼 緒 に至 る様 々な要素技術で創意

工 夫を重 ね,高 品質薄膜製造 に必須であ

る緻 密かつ均 質な超高密度 ターゲ ッ トの

生産技術 を確 立 し,わ が国が この技術分

野において世界で圧倒 的な優位 な位置 を

占め る礎 を築いた.

さらに近年,処 理製品の大型化 に伴 う

ターゲ ッ トの大型化の要請 に対応 する技

術の開発に も成功 し,こ れ らの結 果,日

鉱 マ テ リ ア ル は 今 日ITOス パ タ リ ン グ

ター ゲ ッ トの 世 界 シ ェ ア50%を 占 め る

に至 っ て い る.こ れ は ひ と え に 中島 氏 を

中心 とす る研 究 開発 チ ー ム の努 力 の賜 物

で あ り,彼 らが 開発 した一 連 の セ ラ ミ ッ

クス 製 造 技術 が こ の 分野 を席 巻 した とい

え る.こ れ らの業 績 は 日本 セ ラ ミ ック ス

協 会技 術 賞 に 値 す る も の と して 推 薦 す

る,

所属等

中島光一(株)日 鉱マ テ リアルズ磯原工場 主

席技師長(兼)製 造第一課課長,

粟原 敏也(株)日 鉱 マテ リアルズ磯原工場新

素材開発 センター技師長.理 学博士.

関 孝和(株)日 鉱マ テ リアルズ磯原工場 製

造 第一課副課長.

技術 賞

マイ クロ波焼成炉お よび焼成技術の開発

みず の まきとし

水野 正敏氏

い とう さだたか

伊藤 正剛氏

さ とう もとやす

佐藤 元泰氏

ひら い とし お

平井 敏夫氏

水野正敏氏 らは,化 石燃料 を熱源 とす

る焼成炉 を脱 し,マ イクロ波 を用いたセ

ラ ミックス焼成炉 と焼成技術 を開発する

ことによ り,焼 成時 間とエ ネルギー消費

量 を約1/5に もす ることを工業的 に実現

した ものである.そ して,こ の装置 を市

販 し普 及せ しめつつ あるこ とは,卓 越 し

た開発技術 に加 えて,環 境保全 の観点か

らも評価で きる ものである.

本技術の開発に当たっては,汎 用 マイ

クロ波発生器 を用いて コス トを抑 制する

とともに,そ の欠点であるセ ラ ミックス

の吸収率の低 さを筐体 に設けた反射壁 に

よって多重反射吸収 させてい る.ま た,

セ ラ ミックスのマ イクロ波吸収が高い温

度依存性 を持つ ことに着 目 し,焼 成体 よ

りもわず かマ イクロ波吸収 の良い材 を炉

内壁面 に配置 している,同 様 に,連 続焼

成炉 において も,炉 内壁面 の材料 によっ

て炉内雰囲気温度 の調 整 を可能 に してい

る,

これ らは,用 いるマ イクロ波 の特性 を

充分 に理解 し,セ ラ ミックス焼 成炉 とし

て具備すべ き要件にその特性 を当てはめ

た卓越 した技術 ・洞察 に基づ くものであ

り,工 業装置 と して広 く市販で きている

業績 は,日 本 セラミックス協 会技術 賞に

値す る ものと して推薦す る,

所属等

水野正敏 岐阜県セラミックス技術研究所研

究開発部主任専門研究員.

佐藤元泰 核融合科学研究所連携研究推進セ

ンターセンター長.工 学博士.

伊藤正剛 岐阜県地域政策室技師.

平井敏夫 岐阜県セラミックス技術研究所所

長.
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技術賞

窒素ドープ酸化チタン系可視光応答型光

触媒の技術開発

もりかわ たけ し

森川 健志氏

あお き こうゆう

青木 恒勇氏

おおわき たけ し

大脇 健史氏

すず き けんいち

鈴木 憲一氏

人間が居住 する住 宅内や 自動車室 内で

使 用 される内装部材 に防汚,臭 気 ガス分

解,抗 菌 能力を付与 するために,可 視光

線 で も機 能する光触媒 の実現が長年 にわ

た り強 く望 まれていた.こ れに対 し従来

提 案 されて きた数 々の可視光応答型光触

媒 は,い ず れ も生産性 や再現性 に問題が

あ り,実 用 レベルにはなか った.森 川健

志氏 らは,酸 化チ タン結晶の酸素サ イ ト

の一部 を他 のアニ オンで,特 にその中で

も窒素 で置換す る新手法 によ り,性 能,

安全性,安 定性 に優 れる可視光応答型光

触 媒 を実現 した.そ の結 果 は2GOl年 に

米 国 ∫鷹耀 誌 に報 告 され,大 きな注 目

を浴 びた,ま たその後 も上記光触媒の低

コス ト製造法,さ らには部材 に適用可能

なスラリー,コ ー ティング液,ア パ タイ

ト担持粉末,白 金担持粉末の技術開発 を

行い機 能部材 の製 品化 を加速 させ ると と

もに,関 連雑 誌 に積 極 的 に性 能 ・安全

性 ・製 品化 のポイ ン トなどの情報 を公 開

するこ とに より,発 展途上 にある可視光

触媒市場拡大 に貢献 し続 けている.

以上 のご とく新 しい可視光応答型光触

媒材料 の発 明,お よび実用化技術開発 の

業績 によ り日本 セラ ミックス協会技術賞

に値す るもの として推薦す る,

所属等

森川健志(株)豊 田中央研究所材料分野無機

材料研究室主任研究員推進責任者.工 学博

士.

大脇健史(株 〉豊田中央研究所材料分野無機

材料研究室主席研究員.工 学博士.

青木恒勇(株)豊 田中央研究所材料分野無機

材料研究室研究員,

鈴木憲一(株)豊 田中央研究所材料分野金属

基盤研究室主席研究員.

技術賞

積層 セラミックコンデ ンサ用 ファイング

レイン非 コアシェル誘電体材料の開発

わ だ のぶゆき

和田 信之氏

いけ だ じゆん

池田 潤氏

ひらまつ たか し

平松 隆氏

和田信之氏 らは,誘 電体材料の原点 に

立 ち返 り,次 に示す ような地道 な現象観

察 と解析お よび果敢 な研 究の結果,非 コ

アシェル構造で,高 誘電率で,か つ温度

特性 の良好 なNl内 部電極 積層 チ ップ コ

ンデンサー用誘電体材料 とその設計技術

を開発 し,熾 烈 を極め る競 争の中で,コ

アシェル材料 を超え られる可能性 を示 し

た.

① 加水分 解法 で作 製 したBaTio、 粉体

の粒子 径 と結晶性 を詳細 に調 べ,サ イズ

効果 の メカニ ズム を解明 し,200nm以

下で結晶性の良い粉 体 を開発 し工業化 し

た,② 粒 成長 と誘 電特性 の関係 を詳細 に

調べ,焼 結時の粒 成長抑制 が粒子 に不均

一歪 みエネルギーを与え
,キ ュー リー点

での誘 電異常 を抑 制する効果 を持つ こ と

を解 明 し,上 記 の材料 の設計技術 を確立

した.③BaTio3粒 内 にCaを 固 溶 させ

た粒子の粒界に選択的に希土類 を ドー プ

させる ことで,従 来の コア シェル材 料 と

同等以上の性 能 を持つ材 料 を設計 する手

法 を確立 し,同 材料 を工 業化 した,

以上の ように同氏 らの業績は誘 電体 材

料 開発 に新風 を吹 き込 み,同 分野 の学術

的 ・技術的発展 と電子 産業の発展 に寄 与

する ところ大 で,日 本 セラ ミックス協 会

技術 賞に値する もの として推 薦す る,

所属等

和田信之(株)村 田製作所材料開発センター

部長.

平松 隆(株)村 田製作所材料開発センター

係長.

池田 潤(株)村 田製作所材料開発センター

主任,

技術奨励賞

スパッタ光触媒膜の活性評価と構造分析

き じま よしふみ

木島 義文氏

(日本板硝子(株))

木島義文氏 は 日本板硝子研究開発プ ロ

ジェク トチ ームが取 り組んだ 「防汚ガ ラ

ス向けスパ ッタ光触媒膜の研究開発 」の

中の 「結 晶化 シー ド層技術 によるスパ ッ

タ光触 媒膜 の研 究 開発」 にお い て① ス

パ ッタ リングを用 いた光触媒膜 の形成実

験 の実施(他 メンバ ー との共 同実施)②

下地層(シ ー ド層)で あ る単斜晶酸化 ジ

ルコニウム と光触媒膜層であ るアナ ター

ゼ型酸化 チタ ン膜 の結晶整合性 について

の解析 ・検討の実施(他 メンバ ーとの共

同実施)③ その光触媒活性の紫外線照射

による接触角低下現象 による,触 媒活性

評価の実施 につ き,粘 り強い実験 検討 に

よる相応の貢献が認め られた,

これ らの結果,遮 断高断熱 ・光触媒 ク

リーニ ング ・複層 ガラス「レイボーグ光」

の商 品化が可 能 となった.(発 売;平 成

16年ll月1日)こ れ らの業績 は日本 セ

ラ ミック協会技術 奨励 賞に値 する もの と

して推薦す る.

略 歴1996年3月 名古 屋工業大学 応用化学

科卒業.1998年4月 京都大学大学院人 間環境

学研 究科修士課 程修了.同 年4月 日本板硝子

(株)入 社,技 術研究 所研究開発 グループにて,

真空成膜技術 を用いた新商品 開発 に従事,
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技術奨励賞

鉛 フ リー圧電 セラミック材料の研究 ・開

発

き むら まさひこ

木村 雅彦氏

((株)村 田製作所)

木村雅彦 氏は,電 子 部品産業に とって

最 大の環境 問題 の一つである圧 電材料 の

非鉛化 に,実 現性 の高い ところか ら着 実

に解決 して行 くという姿勢で取 り組み,

ビスマス層状化合物 を取 り上 げ,組 成,

応用,製 造法等か ら検討 を加 え,以 下の

ような成果 を挙 げた.

①SrBi,Nb,0,(SBN)系 材料 に希土類や

遷移金 属 の酸化 物 を添加 す るこ とに よ

り,他 の材料 の欠点 であった難焼結性や

不安定 な温度特性 の問題 を解決す る糸 口

を見 出 した.② 圧電材料 の応用製品 を詳

細に調査 し,こ の材料 の高 い機械的品質

係数(Qm)と 共振周 波数 の温 度安定 性 を

最 も活かせる製 品 として共振子 を取 り上

げ,実 用 化に必 要な さらなる発振周波数

の温度安定性 の改 善を,同 材料の結晶粒

子の形状 異方性 を利用 した結 晶配向技術

を開発する ことで解決で きる可能性 のあ

ることを示 した.

以上の ような同氏 の業績 と弛 まざる,

圧電セ ラミック材料 の非鉛化へ の情熱 と

努力は,世 界 の電子 産業 の非鉛化へ の取

り組み に大 きな希望 と技術 的可 能性 を与

え,その発展に貢献 する ところ大 であ り,

日本セ ラ ミックス協 会技術奨励 賞に値す

るもの と して推薦する.

略 歴1990年3月 早稲田大学理工学部材料

工学科卒業,1992年3月 同大学院理工学研究

課修士課程修丁,同 年4月(株)村 田製作所入

社.材 料開発1部 にて,圧 電セラミックス材

料の研究 ・開発に従事.

技術奨 励賞

電子 セラ ミックスの無鉛化技 術開発

たか わ ひさあき

高尾 尚史氏

((株)豊 田中央研究所)

高尾尚史氏 らは,環 境負荷低減の観点

よ り電子セ ラ ミックスや電子部品実装技

術 の無 鉛化 に取 り組 み,鉛 系圧 電材 料・

(PZT)に 匹敵 す る性能 を有 す るNb系

無鉛圧電セ ラミックスの開発,お よび実

装技 術の無鉛 化に対 し,学 術 的 ・工業 的

に大 きく貢献 した.

無鉛圧電セラ ミックスの開発において

は,独 創 的 な反応 ルー ト設計 によ りNb

系ペ ロブス カイ ト型酸化物 の結晶配向を

世界 に先駆けて実現 し,低 迷 していた無

鉛圧電材料の特性向上 に画期的なブ レー

クスルー をもた らした.ま た,そ の成果

はNature誌 に も掲載 され注 目され てい

る.

一方
,実 装技術 においては,無 鉛 はん

だ材料の 開発,お よび物理量(接 触 角,

界面張力)に 基づ くはんだ濡れ性 の定量

的評価技術や接合不良 メカニズムの解明

など,実 装技術の無鉛化 に大 き く貢献 し

た.特 に濡 れ性の評価技術は,そ の工業

的 有 用 性 が 認 め られ,無 鉛 はん だ 標 準 試

験 方 法 と してJIS規 格 に採 用 され た,

こ の よ う に,同 氏 らの 業 績 は 国 内 外 で

高 い評 価 を得 てお り,日 本 セ ラ ミ ッ クス

協 会 技 術 奨 励 賞 に値 す る もの と して 推 薦

す る.

略 歴1989年 名古屋大学工学部卒業.1991

年 名古 屋大学大学 院工学研究 科博士前期 課程

修 了(応 用化学).同 年(株)豊 田中央研究所入

社.電 子セ ラ ミックスお よびエ レク トロニ ク

ス実装の無鉛 化技 術 開発 に従事.(株)豊 田中

央研究所 主任研究員.工 学博士(大 阪大学).

功績賞

ファインセラミックス製造技術の開発 ・

普及 による地域産業の振興

さ とう まさとし

佐藤 昌利氏

佐藤 昌利氏 は,昭 和54年 京都市工業

試 験場 に奉 職以 来,26年 にわ た りファ

イ ンセ ラミックス製造技 術の開発 ・普 及

を行 うことによ り地域 のセ ラ ミックス産

業 の振興 に大 きく寄与 した.そ の業績 を

以下 に要約す る.

①抄造法(紙 す き)の 原理 を応用 した

水系 シー ト成形技術 を始め,圧 力鋳込成

形,金 型 プ レス成形等 の各種成形技術の

開発 を行 い,地 元企業 におい て企業化 し

た,

② 廃 ガ ラス を重量50%以 上 用 いる こ

とに より,ワ ラス トナイ ト質 の緻密 なガ

ラスセ ラ ミックスを900℃ 以下で焼成可

能に し,大幅な コス トダウンを実現 した,

③ アル ミナ微 粉 末 を重量30%添 加す

る ことに より,従 来の約2倍 の曲げ強 さ

を有する強化磁器 を開発 した,そ の強化

機構の解明 に努 める とともに,地 元工業

組合 と共同で企業 化 した.

④地元中小企業 を中心 とする研究 会お

よび近畿地域 のフ ァイ ンセラ ミックス関

連研 究団体 の運営 を通 じて研究成果 の普

及に尽力 した.

これ らのフ ァインセラ ミックス産業 の

振興 に果た した同氏の技術 的貢献 は顕著

であ り,功 績賞に値する もの として推薦

す る.

略 歴 昭和52年 京都工芸繊維大学工芸

学部無機材料工学科卒業.同54年 同大学大学

院無機材料工学専攻修了.同 年京都市工業試

験場窯業技術研究室勤務.平 成5年 同主席

研究員.同15年 組織改組に伴い京都市産業技

術研究所工業技術センターに名称変更,同 研

究担当課長.現 在,材 料技術グループ無機材

料チームリーダー.
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功績 賞

遠心成形法 な どのセラ ミックス製造技術

に関する研 究開発

なが え はじめ

長江 肇氏

長江肇氏 は,名古屋 工業技術 試験所(現

産業技術総 合研究所 中部セ ンター)に 入

所 以来,30余 年 にわた り,一 貫 してセ

ラミックスの研究 開発 に携 わ り,主 に,

粉体調整,成 型,焼 成 など製造技術の研

究開発 に従事 して,数 多 くの研究開発成

果に寄与 して きた,特 に,遠 心成型技術

の研 究は氏が 中心 となって開発 を進め た

もので,こ の技術 をセラ ミックス分野 に

導入 し実用化 を図る という画期的 な成果

を達 成 している.こ の成果 は企業か らも

注 目され,多 くの共 同研究 の実施 を通 じ

て,産 業 界へ の技術移転が行 われた.近

年は さらに無機廃棄物 を用 いた リサ イク

ルセラ ミックスの製造技術,特 に省エ ネ

ルギー型 の低温焼成技術の研究開発の プ

ロジェク トを遂行 し,公 的研究機関 と企

業 との連携研究 の リーダーと して も活躍

している.同 氏 は,こ のような研究開発

の推進 と,そ れを通 じての技術移転や技

術指導 に大 きな貢献 をな しただけで はな

く,セ ラ ミッ ク カ ラー や 窯業 原 料 に 関す

る 標 準 化,JICA研 究 生 の 指 導 等 の 国 際

交 流 な ど,多 方 面 で大 きな貢 献 を してい

る.

以 上 の 同 氏 の 顕著 な業 績 は,日 本 セ ラ

ミッ ク ス 協 会 功 績 賞 に値 す る も の で あ

り,こ こに 推 薦 す る.

略 歴1970年 通 商産業省工業技術 院名古屋

工業技術 試験所(現,独 立行政法 人産業技術

総合研究所)入 所.2000年 産業技術総合研究

所 中部 セ ンターセ ラ ミックス研 究部門,現 在

サ ステナブルマ テ リアル研究部 門セ ラ ミック

ス応用部材研 究グループ主任研究員.
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